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平成２７年度 壬生町立睦小学校 Ｎｏ２ ５月１４日.

あ ゆ み

木々の緑が鮮やかに映える季節となりました。桜の花ととも
にスタートした新年度も１ヶ月が過ぎ、学校中で子どもたちの
元気な声が響いている今日この頃です。登校班の先頭で歩いて
くる黄色いランドセルカバーの１年生も、ゆっくり目に歩いて
くれる班長さんの心遣いのおかげで、楽しそうに校門に入って
きます。
さて、先日行われました授業参観・学級懇談・ＰＴＡ総会に

は多くの保護者の皆様にご参加いただきありがとうございまし
た。また、お忙しい中、家庭訪問にご協力をいただきまして感
謝申し上げます。家庭訪問では、時間も限られていて、なかなか十分な話し合いは難し
かったと思いますがこれを機会に担任もより良い関係を作っていきたいと考えておりま
す。何か心配事等がありましたら、どうぞ担任、または学校にご連絡いただければと思
います。一緒に考えながらより良い解決に向け、ともに努力していきましょう。

先月、ネパールでマグニチュード７ ８の地震が起き、首都カトマンズを中心に多く.
方が犠牲になり、なおも被害の全容は明らかになっていません。また、日本では火山性
の地震のため箱根の大涌谷付近が立ち入り禁止になりました。私たちの記憶から少しず
つ消え始まっていますが、４年前には東日本大震災があり、まだまだ復興に努力をして
いる地域もあります。自然災害の多い日本。改めて、防災・減災に努めなければなりま
せん。
本校では、５月１日（金）に第１回めの避難訓練を実施しました。今回は、入学・進

級にともなって教室や生活するスペースが変わったので、クラスからの避難経路の確認
が目的でした 「火災発生 「避難指示」の放送の後、全員が３分２０秒で避難を終了。 」、
することができました。
避難訓練は、形式を教えるものではなく、子どもたちに『危機回避能力』を育てるこ

とだといつも考えています。災害はいつ起きるか分かりません。教師や大人の指示に従
うだけでなく、自分の命、身体は自分で守るという能力を身につけさせなければなりま
せん。この『危機回避能力』は、日頃から、子どもたちに様々な体験をさせ考えさせ、
その中で小さな失敗をさせて育てていくものであると考えています。日常の生活、登下
校など大人がいないときでも、危機を察知し回避することにより、子ども自身で命、身
体が守れるよう、ご家庭でも話し合っていただけると幸いです。
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４月２日に田村幸一氏が壬生町の教育長に就任しました。
そして、教育長より「人はなぜ学ぶのか？先生方自身が考え
てください 」という課題を与えられました。。

、 「 」普段 私達教員も保護者の皆様も子どもに 勉強しなさい
、 『 』 。とよく言いますが なぜ 学ぶこと が必要なのでしょうか

子どもに聞かれたとき、皆さんはどのように答えますか？

○人間になるために勉強する（池上彰）
○人間の精神力の根源は、思い出です。特に子どもの頃の思い出は、大人になってから
も影響します。社会に出て壁にぶつかったとしても「あの時も、できそうもなかった
ことをやり遂げたじゃないか」という思い出があれば乗り越えられる。学力とは、つ
まるところ『人生を強く生き抜く力』や『苦労を耐えて乗り越える力』だと私は考え
ています。それを体験的に身につけることこそ、学校で勉強する意味なのだと言えま
す （蔭山英男）。

○勉強とは『僕にとってはどちらが必要な情報なのか 『大事なことか』を的確にいろ』
いろな角度から見定めて、決断するために必要なものなのです （尾木ママ）。

○運動しないと体の筋肉が成長しないように、脳みそも使わないと成長しないから、勉
強することで脳みそを成長させているんだよ。

○漢字を読めないとおもしろい本も読めない。計算ができないと損をすることもある。
理科を勉強すれば、空が青い理由も夕方に赤くなる理由も分かる。

。 『 』 。○夢を叶えるために勉強することが大切 それに わかる ってすごく楽しいじゃない
。 、『 』○はっきり言えばほとんど何の役にも立ちません しかし ほとんど役にも立たない

というのは勉強の内容だけです。勉強することによって身につく『もっとたいせつな
もの』があるのです 『集中力 『考える力 『情報を正しく読み取る力』です。この。 』 』
３つの力は将来何をするにしても役に立ちます。

○『努力する力 『あきらめない力』を身につけるために勉強しているんだよ。』

いろいろな考えがあるとは思いますが、とても根本的な事だと思いますのでお子様と
一緒に、一度考えてみませんか。

Ⅰ 学校教育目標 『やさしく かしこく たくましく』
◆やさしく （徳） ・思いやりの心の育成

・感動する心の伸長

◆かしこく （知） ・生きていくための知恵の体得
・学び方・学ぶ心の育成

◆たくましく(体） ・たくましく生きるための体力の育成
・個に応じた健康と安全能力の確保

睦っ子 「む 夢中でがんばる子」「つ 強くたくましい子」「み みんなと仲良くする子」

Ⅱ 睦小学校の建学の精神 「人は人の中で人となる （睦み合いの中で育てる教育）」

Ⅲ 目指す子ども像
１ 素直で温かい心をもち、自他を尊重するとともに自分の考えを発言できる子
２ 基礎・基本が定着し、学び方を身につけ、進んで学ぶ子ども
３ 心身ともに健康で、責任感を持ち最後まであきらめずにやり遂げる子ども


